
健康なまちづくり協議会総会 Ｔ型集落点検講演会

飯南病院 医長 松本賢治

干したクロモジは茶葉として利用

国産クコの果実はとても貴重

自然と遊ぼう！山菜採集

スノーレンジャー

平成30年度
健康づくりを推進するための
重点目標・重点活動を決定
　４月24日に開催した「健康なまちづくり協議会総
会」で、平成30年度の健康づくりを推進するための取
り組みの方向性を確認しました。今年度は、「健康な
いいなん21」計画に掲げている、次の5項目に取り組
みます。
○壮年期の生活習慣病の発症予防と重症化予防　
の推進
○がん対策の推進
○こころの健康づくりの推進
○介護予防の推進
○健康な地域づくり

健康にい～にゃん週間のPRを強化
　「健康にい～にゃん週間」は、生活習慣の見直しを
目的としたチャレンジ週間です。取り組みが始まった
当初は、町内の小・中学校を中心に取り組んできまし
た。しかし、生活習慣の定期的な見直しは、児童・生徒
だけでなく、乳幼児期から高齢期まで、すべてのライ
フステージの方にとって大切であるため、現在は、小
中学校の取り組みに合わせて、飯南町全体で、年3回、
実施しています。
　期間中、町内の事業所や保育所へ、各ライフステー
ジに応じたチャレンジカードを配布します。今年度
は、小・中学校と取り組みテーマを統一しました。
　多くの皆さんが「健康にい～にゃん週間」を活用で
きるよう、PRに力を入れていきたいと思います。個人

の生活習慣の改善は、家庭や地域と
一緒に行うことで力強い後押しにな
ります。地域、事業所、みんなで盛り上
げていきましょう！
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●飯南病院   電話72・0221　●来島診療所   電話76・2309　●保健福祉センター   電話72・1770

保健 福祉介護医療

コラ康健

　谷地区集落支援員の澤田定成で
す。谷地区では、平成16年度に結成さ
れた谷自治振興会を中心に、谷公民
館など地域内の各種団体と連携して
さまざまな活動を活発に続けていま
す。集落支援員としてその事務局にも
関わり、活動を支援しています。
　今年度は、小さな拠点づくりの継続
的活動を通して、地域課題解消への取
組みやＴ型集落点検で示された「谷で
どう生き抜くか」プロジェクトなどを実
施。安心して住み続けられる地域の実

現に向けて、新たな有償ボランティア
組織の立ち上げを模索しています。
　現在行われている自治会輸送活動
や谷笑楽校の運営・除雪活動等の継
続、多面的機能支払交付金や中山間
地域等直払交付金活動などとも連携
して、よりきめ細やかな地域密着型の
組織運営の実現に向けて、地域の皆さ
んと一緒に取り組んでいきます。

住みよいまちへ

集落支援員
町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

「谷でどう生き抜くか」

●中山間地域研究センター
　電話 0854・76・2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

はじめまして。
きのこ・特用
林産科です。

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　「きのこ・特用林産科」は、本年度、
センター内に新しく開設した科です。
　科名に使用した「特用林産」には、
森林で生産される産品のうち、木材を
除く全てを含み、山菜、薬草、和紙原料
などの伝統的な素材のほか、機能性
食品や芳香成分など、対象範囲は広
く、品目はたくさん。中でも「きのこ」は
主要な特用林産物であり、これも科名
の一部にしました。

　センターでは、森林資源を活かした
地域特産品づくりを目的に、対象品目
の品種開発、栽培技術、利用技術を研
究しています。栽培や商品化に関する
ポイントを分かりやすく説明しますの
で、お気軽にご相談ください。
　また、研究の一環として、野生きの
この鑑定にも応じています。
■きのこ・特用林産科
　電話７６・３８１５
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